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１.事業概要
①西九州自動車道(佐世保道路)の計画概要①西九州自動車道(佐世保道路)の計画概要

◇西九州自動車道（一般国道４９７号）は◇西九州自動車道（ 般国道４９７号）は、
福岡県福岡市から佐賀県唐津市、長崎県
佐世保市などを経由し、佐賀県武雄市に
至る延長約１５０ｋｍの自動車専用道路至る延長約１５０ｋｍの自動車専用道路
である。

◇評価区間である佐世保道路（佐世保大塔
ＩＣ～佐世保中央ＩＣ間）は、西九州自
動車道を構成する一区間で、国土交通省

評価対象区間
（佐世保道路）

との合併施行により整備を実施しており、
九州北西部の広域的な連携を図り、当該
地域の移動時間の短縮、観光や産業の振

佐世保大塔IC
～佐世保中央IC

L=7.8km

興と発展に大きく寄与する延長７．８km
の区間である。
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②事業の概要

路線名・道路名
西九州自動車道
（佐世保道路）

■対象区間

 
佐々
さ ざ

IC 

 
相 浦
あいのうら

中里
なかざと

IC 

（佐世保道路）

区 間

延 長 ７.８km

佐世保
さ せ ぼ

大塔
だいとう

IC～佐世保
さ せ ぼ

中 央
ちゅうおう

IC 

 
佐世保
さ せ ぼ

中央
ちゅうおう

IC 

 
佐世保
さ せ ぼ

大塔
だいとう

IC 

 
佐世保
さ せ ぼ

三河内
み か わ ち

IC 

■事業費

計画時 1,434億円

実 績 1 411億円
 

佐世保
さ せ ぼ

みなと IC 

実 績 1,411億円

（キロコスト） 181億円/km

■事業経緯

佐
世
保
市

さ

せ

ぼ

し

矢
岳
町

や
た
け
ち
ょ
う

H10.4開通
L= 4.9km

H22.3開通
L= 2.9km

H22.3開通
L= 5.0km

H23.9開通
L= 4.0km

区間
経緯

事業化(国土交通省) 昭和６３年度

佐世保
さ せ ぼ

大塔
だいとう

IC～ 

 佐世保
さ せ ぼ

みなと IC 

 佐
世
保

さ

せ

ぼ

市し

大

塔

だ
い
と
う

町う 

(暫定2車線) (暫定2車線) (暫定2車線) (暫定2車線)佐世保
さ せ ぼ

みなと IC～ 

   佐世保
さ せ ぼ

中 央
ちゅうおう

IC 

評価区間

西九州自動車道
（佐世保道路）

L=7 8km

事業化(国 交通省)

有料道路事業認可 平成９年３月 平成１８年３月

開通日 平成１０年４月 平成２２年３月

塔

町

う
ち
ょ
う 
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２.事業の効果（直接効果）
①開通区間の交通量の推移①開通区間の交通量の推移
○佐世保大塔～佐世保みなと間の開通初年(平成10年度)の交通量は約8千台/日で、

以降増加傾向にあり 平成25年度には約3万台/日と約4倍に増加以降増加傾向にあり、平成25年度には約3万台/日と約4倍に増加。
○佐世保みなと～佐世保中央間の開通初年(平成22年度)の交通量は約2万台/日で、

以降横ばい傾向。

 
佐々
さ ざ

IC 

あ うらなかざと

平成22年6月～平成23年6月：無料化社会実験

約4倍に増加

佐世保道路の交通量の変化

平成21年3月～平成23年6月：休日特別割引（上限1000円）

（回数/年）
 

相 浦
あいのうら

中里
なかざと

IC 

 
佐世保
さ せ ぼ

中央
ちゅうおう

IC 

（台/日）
約4倍に増加
（H10→H25)

佐世保
さ せ ぼ

本 交
通
集
中
渋
滞

回

 
佐世保
さ せ ぼ

みなと IC  
佐世保
さ せ ぼ

大塔
だいとう

IC 

評価区間

佐世保

三川内
み か わ ち

IC 横ばい傾向
本
線
断
面
交
通
量

数

4
出典：NEXCO西日本資料



②周辺道路の交通量の変化
○佐世保道路の開通以降 並行する 般道路（国道35号 県道佐世保日野松浦線）の○佐世保道路の開通以降、並行する一般道路（国道35号、県道佐世保日野松浦線）の

交通量は、減少傾向。

佐世保道路及び並行道路の交通量の変化

19,450 80 000

100,000

国道35号 県道佐世保日野松浦線 佐世保道路

＜断面A（佐世保みなと～佐世保中央）＞

（台/日）

佐 保道路 行道路 変

約2割減少94,455 91,289
 

佐々
さ ざ

IC 

54,816 

39,639 

30,060 

,

40,000

60,000

80,000

 
相 浦
あいのうら

中里
なかざと

IC 

 
佐世保
さ せ ぼ

中央
ちゅうおう

IC 

評価区間

41,779 

0

20,000

開通前(H17) 開通後(H26)

＜断面B（佐世保大塔～佐世保みなと）＞

 
佐世保
さ せ ぼ

みなと IC 
 

佐世保
さ せ ぼ

大塔
だいとう

IC 

 佐世保
さ せ ぼ

 

三川内
み か わ ち

IC 

28 394

80,000

100,000

国道35号 佐世保道路
（台/日）

約2割減少

60,890

77,348

A
 

佐世保
さ せ ぼ

中央
ちゅうおう

IC 

60,890 
48,954 

28,394 

20,000

40,000

60,000
60,890

B
A

さ せ ぼ

0
開通前(H9) 開通後(H26)

5
出典：佐世保道路の交通量は、NEXCO西日本資料

一般道の開通前交通量は、道路交通センサス。開通後の交通量は、H26実測値。

県道佐世保日野松浦線
(佐世保道路 高架下）

佐世保 

みなと IC 
 

佐世保
さ せ ぼ

大塔
だいとう

IC 



③旅行速度の変化
○佐世保道路と並行する国道35号は 朝夕のラッシ 時に渋滞が発生○佐世保道路と並行する国道35号は、朝夕のラッシュ時に渋滞が発生。
○佐世保道路の開通後、並行する区間の混雑時旅行速度が上昇。

佐世保道路と並行する国道35号の混雑時旅行速度の変化

区間A（佐世保みなと～佐世保中央） 区間B（佐世保大塔～佐世保みなと）

30 0

35.0
（km/h）

約1割上昇 30.8 

30 0

35.0

約1割上昇

（km/h）

 
相 浦
あいのうら

中里
なかざと

IC 

 
佐々
さ ざ

IC 

松浦交差点 渋滞損失時間 算出区間

BA 23.9 

26.2 

25.0

30.0 28.8 

20 0

25.0

30.0

 
佐世保
さ せ ぼ

中央
ちゅうおう

IC 

(国道35号）

佐世保
さ せ ぼ

出典：開通前は、道路交通センサス。開通後は、H26実測値。

15.0

20.0

開通後(H17) 開通後(H26)
15.0

20.0

開通前(H9) 開通後(H26)

 
佐世保
さ せ ぼ

大塔
だいとう

IC 

 
佐世保
さ せ ぼ

みなと IC 

佐世保

三川内
み か わ ち

IC 

90 100

佐世保道路と並行する国道35号の混雑状況（松浦交差点）

年
間
渋
滞

佐世保道路と並行する国道35号の渋滞損失時間の変化

約3割減少開通前（平成22年3月18日） 開通後（平成26年10月21日）

61 

50

滞
損
失
時
間
（
百
万
台

0
開通前（H9） 開通後（H26）

6
出典：国土交通省長崎河川国道事務所提供資料

台
時
／
年
）

注）開通前は、道路交通センサス。
開通後は、H26実測値。

注）17時29分撮影注）17時55分撮影



④交通事故の変化
○佐世保道路の開通以降 並行する国道35号と佐世保道路を合わせた死傷事故率は○佐世保道路の開通以降、並行する国道35号と佐世保道路を合わせた死傷事故率は

減少傾向。

佐世保道路及び国道35号の死傷事故件数・死傷事故率の変化

0 1
3250

300

佐世保道路及び国道35号の死傷事故件数・死傷事故率の変化

248 251 235

（件/年）

＜死傷事故件数＞

 
佐々
さ ざ

IC 

248 250 232

0

50

100

150

200
死
傷
事
故
件
数

 
相 浦
あいのうら

中里
なかざと

IC 
評価区間

0
H9 H17 H24

（開通前） （佐世保大塔～佐世保みなと （佐世保みなと～佐世保中央

開通後） 開通後）

国道35号 西九州自動車道

＜死傷事故率＞

 
佐世保
さ せ ぼ

中央
ちゅうおう

IC 

 
佐世保
さ せ ぼ

みなと IC 

佐世保
さ せ ぼ

大塔
だいとう

 佐世保
さ せ ぼ

 

三川内
み か わ ち

IC 
注）四角の中の数値は合計値。

138 
126 

109 

100

150

200

＜死傷事故率＞
（件/億台キロ）

 
佐世保大塔IC

0

50

100

H9 H17 H24

（開通前） （佐世保大塔～佐世保みなと （佐世保みなと～佐世保中央

死
傷
事
故
率

（開通前） （佐世保大塔 佐世保 （佐世保 佐世保中央

開通後） 開通後）

国道35号、西九州自動車道

7

出典：一般道の事故データの内、H9とH17は交通センサス、H24は国土交通省提供資料。
佐世保道路の事故データは、NEXCO西日本資料



①円滑なモビリティの確保（バスの利便性向上）

３.事業の効果（間接効果）
①円滑なモビリティの確保（バスの利便性向上）
○佐世保～福岡間の高速バスが、佐世保市内でのノンストップ運行を開始。
○一般道の混雑緩和により 路線バスの遅れが減少し 定時性が向上○ 般道の混雑緩和により、路線バスの遅れが減少し、定時性が向上。

開通前からのルート

高速バス（佐世保-福岡）所要時間の短縮 路線バスの定時性の向上

開通前の混雑時旅行速度（H9） 開通後の混雑時旅行速度(H26)開通前からのル ト
（一般道 経由）

開通前の混雑時旅行速度（ ）

佐世保駅 

ひ う え き

市役所 

佐世保駅 

日宇駅
ひ う え き

市役所 

 
佐世保
さ せ ぼ

中央
ちゅうおう

IC 

国道35号 国道35号

開通後に新設されたルート
 

佐世保
さ せ ぼ

大塔
だいとう

IC 

国道35号の旅行速度

日宇駅
ひ う え き

 日宇駅

 
佐世保
さ せ ぼ

みなと IC 

 
佐世保
さ せ ぼ

みなと IC 

開通後に新設されたルート
（佐世保道路 経由）

注）混雑時旅行速度は、H9は道路交通センサス（国土交通省）、H26は実測調査結果。
全国デジタル道路地図（日本デジタル道路地図協会）を利用して図化。

国道35号の旅行速度
「5km/h以上」改善

所要時間
4分短縮

【高速バス運行会社の声】
・佐世保～福岡間の高速バスは、1日当たり42往復運航しており、そ
のうち8往復を佐世保市街のノンストップ運行としました。乗客にとっ
て快適性が高くな たと感じています

【路線バス運行会社の声】

・国道35号の渋滞が少なくなったため、路線バスの遅れが発生する
ことが少なくなりました

全国デジタル道路地図（日本デジタル道路地図協会）を利用して図化。

8

て快適性が高くなったと感じています。
・佐世保まで行く人にとって、目的地まで止まらずに到着するというの
は心理的に大きいと考えています。

ことが少なくなりました。
・また、大幅に遅れることは無くなり、定時制の確保が図られました。



②安全で安心できるくらしの確保
（隣接市からの医療施設へのアクセス向上）（隣接市からの医療施設 のアクセス向上）
○西海市は高次医療施設がなく、救急搬送のほとんどを佐世保市内の病院へ搬送。
○佐世保道路の利用により救急搬送時の揺れが少なくなり、患者の負担が軽減。

さ い か い し

小値賀町, 130
東彼杵町, 323

川棚町, 457
波佐見町, 467

管外, 4

佐世保市消防局の市町別の救急搬送人数

地域 二次救急
医療施設

三次救急
医療施設

高次救急医療施設の立地状況 西海市から三次救急医療施設への搬送経路

二次救急医療施設

佐世保市, 
10,287

西海市, 1,153

佐々町, 496
小値賀町, 130医療施設 医療施設

佐世保市 １３ １

西海市 ０ ０

長崎県 ６６ ３ あいのうらなかざと

 
佐々
さ ざ

IC 

さ ざ ちょう

佐々町
は さ み ちょう

波佐見町お ぢ か ちょう

注）長崎県の三次救急医療施設
○長崎大学病院救命救急センター（長崎市）
○長崎医療センター救命救急センター（大村市）
○佐世保市立総合病院救命救急センター

(佐世保市）

西海市のほとんどの
患者を高速道路経由で
佐世保市内へ搬送

 
佐世保
さ せ ぼ

みなと IC 

相 浦中里IC 

 
佐世保
さ せ ぼ

三河内
み か わ ち

IC 

さいかい し

西海市

かわたなちょう

川棚町

波佐見町
佐世保市

ひがしそのぎちょう

東彼杵町

お ぢ か ちょう

小値賀町
出典： 長崎県救急医療体制図

【佐世保市消防局の声】

三次救急医療施設
（佐世保市立総合病院）

出典：救急統計（平成25年）
佐世保市消防局  

佐世保
さ せ ぼ

大塔
だいとう

IC 

 
佐世保
さ せ ぼ

中央
ちゅうおう

IC 

【佐世保市消防局の声】

・佐世保市消防局は、佐世保市だけでなく西海市、佐々町などの委託を受け、広域の救急活
動を行っています。

・高速道路を積極的に利用し、できるだけ短時間で搬送します。
西海市における救急搬送は ほとんどを佐世保市へ搬送し その際には佐世保道路を利用

さい かい し さ ざ ちょう

9

・西海市における救急搬送は、ほとんどを佐世保市へ搬送し、その際には佐世保道路を利用
します。

・高速道路は、道路線形もよく信号がないため、安定した走行が可能となり、搬送時の揺れが
少なく、患者さんへの負担を少なくできます。

さいかいし

西海市



○佐世保道路開通後 佐世保市の特産品 ある温州みかん（西海
さ い か い

みかん）の

③物流効率化の支援（農産物の輸送性向上）
 
○佐世保道路開通後、佐世保市の特産品である温州みかん（西海みかん）の

大阪方面への出荷が大幅に増加。 

西海みかんの輸送経路 西海みかんの出荷先別ﾄﾗｯｸ利用出荷量県別みかん出荷量比率

和歌山

19%その他

西海みかんの輸送経路

取引価格日本一「西海みかん」

西海みかんの出荷先別ﾄﾗｯｸ利用出荷量県別みかん出荷量比率
（平成25年）さいかい

関西方面へのﾄﾗｯｸ出荷
大幅に増加

524 

20 

800

1000

1200

その他

19%

愛媛

16%

静岡

13%熊本

長崎

7%

佐賀

6%

広島

5%

24%

年
間
出
荷

西海みかんの産地

432 
574 

4 46 

0

200

400

600

H20 H25

その他

大阪

福井

13%熊本

10%
荷
量
（
ト
ン
）大阪、福井 方面

長崎県
全国5位JA ながさき西海

さいかい

H20 H25

【ＪＡながさき西海の声】

注）ＪＡながさき西海提供資料より作成

武雄
た け お

JCT

出典）農林水産省「果樹生産出荷統計」

 
佐世保
さ せ ぼ

中央
ちゅうおう

IC 

・佐世保道路の開通後、関西方面へのトラック出荷が大幅に増加していま
す。

・佐世保道路の使用により輸送時間が短縮されるため、出荷には高速道路
を利用しています。
輸送 が 縮 が 高

武雄JCT
佐世保
さ せ ぼ

大塔
だいとう

IC 

長崎県

10

・輸送時間が短縮すると、鮮度が落ちていないことから、高い価格で取引さ
れます。

出典：佐世保市役所HP

長崎県



○佐世保のブランド化された魚介は 佐世保道路を利用して関東 関西 出荷

③物流効率化の支援（鮮魚の輸送性向上）
○佐世保のブランド化された魚介は、佐世保道路を利用して関東・関西へ出荷。
○近隣市町からの早朝時の買付けにおいても、アクセス性が向上。

佐世保魚市 荷す 鮮魚 輸送経路 地域 出荷額 率

その他

佐世保魚市場から出荷する鮮魚の輸送経路

 
佐々
さ ざ

IC 

 
相 浦
あいのうら

中里
なかざと

IC

佐世保魚市場から関東・関西への出荷額地域別出荷額比率
（平成25年度）

4,000

関東 関西

約1 5倍に増加

関東

33%

九州

関西

11%

7%
相 浦 中里IC

 
佐世保
さ せ ぼ

中 央
ちゅうおう

IC 

佐世保魚市場

2,000

取
扱
高
（
百
万

約1.5倍に増加

関東・関西方面
（仲卸業者）

佐世保

市内

27%

九州

（市内

除く）
22%

 佐世保
さ せ ぼ

 

三川内
み か わ ち

IC 

佐世保魚市場

0
H21 H22 H23 H24 H25

万
円
）

 
佐世保
さ せ ぼ

大塔
だいとう

IC 

出典：佐世保市提供資料出典：佐世保市提供資料

【佐世保魚市場の声】西海・瀬付き恵アジ九十九島岩がき
く じゅう く しまいわ さいかい せ つ めぐみ

・九十九島岩がきや西海・瀬付き恵アジなどのブランド魚介が、仲卸業者
によって、高速道路を利用して東京築地市場や大阪市場に出荷されます。
・嬉野、武雄、伊万里などの魚屋やスーパーも、朝4時半の開始に合わせ
て買い付けにきます。佐世保道路のおかげで移動が楽になったと聞い

く じゅう く しま いわ さいかい せ つ めぐみ
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て買い付けにきます。佐世保道路のおかげで移動が楽になったと聞い
ています。

出典：佐世保市役所HP



③物流効率化の支援（工業製品等の輸送効率化）
○高速道路ICへのアクセス性は 工業団地造成の大きな決定要素○高速道路ICへのアクセス性は、工業団地造成の大きな決定要素。
○船舶関連部品製造会社は、時間短縮や定時性の確保のため、高速道路を利用。
○フェリーふ頭と高速道路ICが近接しているため、フェリー利用者の利便性が向上。

➎

佐
さ ざ

➍

【東部重工業(株)の声】

・取引先から「開業時間
に合わせて納品して
ほしい」という希望が

工業団地の立地状況

武雄工場
(部品・製造）

佐世保
さ せ ぼ

●完売

●分譲中

●計画中

東部重工業㈱
船舶用バケット製造

船舶関連製品の輸送

 
佐々
さ ざ

IC 

相浦
あいのうら

中里
なかざと

IC  
佐々IC 

 
佐世保
さ せ ぼ

中央
ちゅうおう

IC 

さ せ ぼ だ い と う

 佐世保
さ せ ぼ

 

三
み

河内
か わ ち

IC 

➏
➊

➋

➐

ほしい」という希望が
多く、移動時間が読め
ることも大きなメリット
です。

・佐世保工場と武雄工
往復/週

完
成
品

西
日
本
各
地
へ

佐世保
さ せ ぼ

中央
ちゅうおう

IC 

 
武雄
た け お

JCT 

佐世保

三
み

河内
か わ ち

IC 

 
佐世保
さ せ ぼ

大塔
だ い と う

IC 

佐世保
さ せ ぼ

大塔
だ い と う

IC 

➌

➐ 場の物資の輸送がス
ムーズになりました。

６～８往復/週 利用 へ

【 (株)九商 ポ シ
かみ ご とう

佐世保工場
（製造）工業団地名 分譲開始 分譲済面積比 分譲

①小佐
こさざ

々工業団地 S53～ 1.00 完売

②佐世保テクノパーク
させぼ

H5.4～ 1.00 完売

【 (株)九商コーポレーション
（フェリー会社）の声】

・フェリー埠頭と佐世保中央ICが
近接しているので、輸送時間が

上五島への輸送

佐世保
さ せ ぼ

中央
ちゅうおう

IC

 
相浦
あいのうら

中里
なかざと

IC 

③佐世保
させぼ

ニューテクノパーク H19.9～ 1.00 完売

④吉井町御橋
よしいちょうごはし

工業団地 H22 .4～ 0.46 分譲中

⑤鹿町町
しかまちちょう

工業団地 H22 .4～ 0.00 分譲中

⑥ウエストテクノ佐世保
させぼ

H26 .4～ 0.51 分譲中

⑦佐世保
させぼ

つくも工業団地 計画中 －

佐世保
フェリーふ頭

短縮できます。
・混雑した一般道を通行しなくて
済むことも大きなメリットです。

【佐世保市役所の声】
・工業団地は、高速道路ICから近い位置に立
地しています。佐世保道路開通により、佐世
保市北部に工業団地を新規に分譲していま
す

 
上五島
か み ご と う

 

佐世保中央IC

佐世保
さ せ ぼ

大塔
だ い と う

IC 

 佐世保
さ せ ぼ

みなと IC 

12出典：九州商船HP

す。
・計画中の「佐世保つくも工業団地」は、佐世
保中央ICへのアクセス性が大きな決定要素
となっています。

かみ ご とう

上五島へ



④国土・地域ネットワークの構築
（佐世保市通勤圏の拡大）（佐世保市通勤圏の拡大）
○混雑時における佐世保市中心部に30分以内で到達できる地域が拡大し、

佐世保市と波佐見町間での通勤・通学者数が増加。
は さ み ちょう

0.02

0.02

1600

2000

評価区間開通前後の佐世保市役所への混雑時アクセス時間圏の変化

＜開通前＞ ＜開通後＞

30分以内アクセス時間圏
大幅に拡大

佐世保市から波佐見町への通勤・通学者数

約3割増加

（人数） （割合）

0.00

0.00

0.01

0.01

0

400

800

1200

H7 H12 H17 H22

大幅に拡大

H7
（開通前）

H12 H17 H22
（開通後）

人数 佐世保市常住者中の割合

波佐見町から佐世保市への通勤・通学者数

約4割増加
佐世保道路

佐世保市役所 

波佐見町
は さ み ち ょ う

役場 波佐見町
は さ み ち ょ う

役場 

佐世保市役所 

（人数）

0.01

0.01

0.02

0.02

800

1200

1600

2000

注1）アクセス時間圏は、佐世保市役所への混雑時におけるアクセス時間を図示。
注2）アクセス時間は、一般道を道路交通センサス、西九州道を規制速度にて算出。

約4割増加
佐世保道路

佐世保産業情報プラザ 

佐世保産業情報プラザ 

（人数） （割合）

自動車専用道路
一般国道

0.00

0.00

0.01

0

400

800

H7
（開通前）

H12 H17 H22
（開通後）

人数 佐世保市従業 通学者中の割合

注2）アクセス時間は、 般道を道路交通センサス、西九州道を規制速度にて算出。

【佐世保産業情報プラザの企業の声】

・株式会社KDDIエボルバ「通勤圏の拡大により、佐世保市街や佐世保南部地域からの採
用が可能になり 事業拡大をサポ トした（車通勤が95%） 人数 佐世保市従業・通学者中の割合
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出典：平成7年度、平成12年度、平成17年度、平成22年度
国勢調査（総務省）から作成。

用が可能になり、事業拡大をサポートした（車通勤が95%）。」
・株式会社HPI「佐世保市街までパートに行く人が増えたため、地元での求人に人が集ま

らなくなったが、逆に佐世保市街からの採用が可能になった。」



⑤個性ある地域の形成（観光地へのアクセス向上）
○佐世保市を中心とした観光周遊圏を形成。○佐世保市を中心とした観光周遊圏を形成。
○観光客は、自家用車・レンタカーで観光。佐世保市は高速道路による利便性をアピール。

佐世保市内の主要な観光地のアクセス時間の変化
長崎県

佐世保市観光客の発地人数 比率佐世保市への観光客数の変化

280 

386 
300

400

500

600

観
光
客
数
（
万

長崎県, 
20%

福岡県, 
14%

その他, 
39%

 
佐々
さ ざ

IC 

日帰り客約4割増加
宿泊客 約5割増加 高速道路

利用者多数

至 平戸市方面
(A.ｻﾞﾋﾞｴﾙ記念教会） 85 

34  30 
35 

51 

24
40

80

120

開通前 開通後

ア
ク
セ
ス
時
間
（
分
）

106  153 

0

100

200

開通前（H21） 開通後（H25)

万
人
）

宿泊客 日帰り観光客

14%

東京都, 
10%愛知県, 7%

神奈川県, 
5%

大阪府, 5%

注）佐世保市コンベンションセンター（平成25年度調査）

 
相 浦
あいのうら

中里
なかざと

IC 

①
⑨

出典：平成25年度佐世保市観光統計

さ せ ぼ し

佐世保市

24  19 
24 

0
佐世保大塔IC

⇔

A.平戸市(ザビエル記念教会)

佐世保大塔IC
⇔

B.パールシーリゾート

佐世保中央IC
⇔

C.ハウステンボス

佐世保中央IC
⇔

D.西海橋

くじゅう く しま

B.九十九島
ﾊﾟｰﾙｼｰﾘｿﾞｰﾄ

【佐世保市観光コンベンション協会の声】

・高速道路を利用することで、アクセスが便利に
なりました

注）佐世保市 ン ンションセンタ （平成 5年度調査）

Ａ．平戸市（ザビエル記念教会）
佐世保
さ せ ぼ

中 央
ちゅうおう

IC 

 
佐世保
さ せ ぼ

みなと IC 

 
佐世保
さ せ ぼ

大塔
だいとう

IC 
 佐世保

さ せ ぼ

 

三川内
み か わ ち

IC 

①
② ③

④

⑤ ⑥

⑩
⑪

出典：平成25年度佐世保市観光統計

ﾊ ﾙｼ ﾘｿ ﾄ なりました。
・福岡からは自家用車、九州以外からは空港か
らレンタカーを利用する観光客が多いので、非
常に強いアピールポイントになります。

Ｃ ハウステンボス

出典：平戸市観光協会HP

Ｄ 西海橋
Ｂ．九十九島ﾊﾟｰﾙｼｰﾘｿﾞｰﾄ

⑦

⑧

⑫

⑬
No. 施設名 

C.ハウステンボス

さいかいばし

D 西海橋

Ｃ．ハウステンボス Ｄ．西海橋（海きらら）⑬

⑭

① 弓張岳展望台 
② 鵜渡越展望台 
③ 海上自衛隊佐世保資料館 
④ 石岳展望台 
⑤ 船越展望所 
⑥ 九十九島植物園 森きらら 
⑦ 展海峰 
⑧ 白浜海水浴場キャンプ場 
⑨ えぼしスポーツの里 
⑩ 三河内焼美術館・佐世保市うつわ歴史館 
⑪ させぼ四季彩館 

D.西海橋
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注）アクセス時間は、一般道を道路交通センサス、西九州道を規制速度にて算出。
出典：長崎県立西海橋公園・西海橋地域
活性化委員会HP

出典：佐世保観光コンベンション協会HP 出典：佐世保観光コンベンション協会HP

⑪
⑫ 浦頭引揚記念平和公園・資料館 
⑬ 無窮洞 
⑭ 針尾無線塔 



⑤個性ある地域の形成（バスツアーの利便性向上）
○滞在型観光拠点からのバスツアー移動時間が短縮し 観光散策時間が増加。○滞在型観光拠点からのバスツア 移動時間が短縮し、観光散策時間が増加。
○平戸方面の日帰り観光圏の拡大により、平戸市観光客が増加。

滞在型観光拠点からのバスツアー経路 平戸市の観光客数の変化 佐世保みなとIC～
佐世保中央IC開通

佐世保大塔 C
10：00

ﾊｳｽﾃﾝﾎﾞｽ（ﾎﾃﾙ）出発

2,000

2,500
宿泊客数 日帰り客数

日帰り客
約8割増加

佐世保中央 開通
Ｈ22.3.20佐世保大塔IC～

佐世保みなとIC開通 Ｈ10.4.17（千人）

ひらどじょう

平戸城

ひ ら ど し

開

通

開

通

（散
策
時
間

平
戸
散 500

1,000

1,500
約8割増加

単
位

（
千

人
）

40あいのうらなかざと

 
佐々
さ ざ

IC 

人
数

た びらてん しゅ どう

田平天主堂

平戸市
ひ ら ど し

 

前

 
佐世保
さ せ ぼ

大塔
だいとう

IC 

 
佐世保
さ せ ぼ

中央
ちゅうおう

IC 後
分
増
加
）

散
策

0

500

H9 H11 H13 H15 H17 H19 H21 H23 H25

出典：長崎県観光統計

40
相 浦
あいのうら

中里
なかざと

IC 

片道20分間
短縮

【平戸市観光協会の声】

・平成22年3月に佐世保みなとICから相浦中里ICまで、平成23年9月に
相浦中里ICから佐々ICまで高速道路が延伸されております。西九州
道を使用することで 佐世保市街地の混雑を避けて 平戸市に来るこ

滞在拠点
ハウステンボス 16：30

ﾊｳｽﾃﾝﾎﾞｽ（ﾎﾃﾙ）到着

た びら てん しゅ どう 道を使用することで、佐世保市街地の混雑を避けて、平戸市に来るこ
とができるようになりました。

【ハウステンボス観光の声】

・佐世保道路の開通によって 平戸へのバスツア の移動時間が20分

た びら てん しゅ どう

田平天主堂、平戸城、オランダ商館などの散策

田平天主堂 平戸城
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・佐世保道路の開通によって、平戸へのバスツアーの移動時間が20分
間短縮しました。

・平戸散策は、歴史的建物や自然を楽しむことを目的にしているため、
滞在時間が長くなることは、お客様の満足につながります。

出典：ハウステンボス観光HP



４.事業で配慮した事項
○新技術新工法の採用 環境への配慮○新技術新工法の採用、環境への配慮

□環境への配慮

□新技術新工法の採用
□環境への配慮

【料金所取付け道路に太陽光発電の設置】【料金所及び電気室の屋根に断熱材を施工】

夏季：外部熱量をカット

冬季：内部暖房熱の保温

太陽光パネル（１０Ｋｗ）
※ 佐世保大塔料金所 使用電力の５％相当

※出典：NEXCO西日本
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５.費用便益分析の結果

便益（Ｂ）

走行時間短縮便益 4,371億円

走行経費減少便益 455億円便益（Ｂ）

(現在価値：H26)

走行経費減少便益 455億円

交通事故減少便益 143億円

計 4 969億円計 4,969億円

費用（Ｃ）
事業費 2,162億円

費用（Ｃ）

(現在価値：H26)

,
維持管理費 114億円

計 2,275億円計 2,275億円

費用便益比 Ｂ/Ｃ ＝ ２．２
費用便益分析マニュアル（Ｈ２０．１１ 国土交通省道路局 都市・地域整備局）に基づき算定

注１）費用及び便益額は整数止めとする
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注１）費用及び便益額は整数止めとする。
注２）費用及び便益の合計額は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。
注３）Ｂ／Ｃの算定に用いる事業費は、現在価値に換算した事業費であり、事業概要に記載している事業費とは異なる。
注４）平成22年8月に国土交通省より公表された「将来交通需要推計の改善について」にて検討することとなっていた推計

手法の改善（第二段階）を反映した将来ＯＤ表に基づきＢ/Ｃを算出



６.評価結果及び対応方針
① 評価結果① 評価結果

◇ 直接便益（時間短縮・経費減少・事故減少）を対象とした費用便益比は
２ ２である２．２である。

◇ 高速道路整備による時間短縮、事故減少など大きな効果が確認された。
◇ 対象区間の開通により、沿線地域へのアクセス性が向上し、

・ 医療機関への搬送時間が短縮し、地域の救急医療を支援
・ 企業立地促進や地域特産品の物流効率化
・ 通勤圏の拡大や観光客増加による地域の活性化通勤圏の拡大や観光客増加による地域の活性化
など、様々な効果が発現している。

② 対応方針（案）

当該区間の開通により、時間短縮や物流の効率化など十分な効果が確認
されたところである。

今後は、西九州自動車道の整備に伴い、更なるネットワーク効果が発揮さ
れるものと期待されるところであり 交通状況を踏まえながら必要な渋滞対策
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れるものと期待されるところであり、交通状況を踏まえながら必要な渋滞対策
について検討していく。


